
裏面に続く！

青森工業高校跡地を青森市新総合計画の中

でどのような位置づけをさせるか、また、

地域の意見を利用計画に反映させるため

に、この地域に住む市・県の議員に党派を

越えての、連携が求められています。 

さ
る
、
十
月
三
十
一
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
青
森
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
地
域
の
多
く

の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
頂
き
、

初
当
選
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

当
選
後
す
ぐ
皆
様
に
ご
挨
拶

に
伺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
の
皆
様
方
に
愛
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

青
森
市
議
会
議
員　

  

藤
田 

ま
こ
と

青
森
市
は
「
青
森
市
新
総
合
計
画
」
の
一
つ
に
「
人
と
環
境
に

や
さ
し
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
青
森

市
の
発
展
を
支
え
る
都
市
拠
点
と
し
て
、
「
中
心
市
街
地
地
区
」

「
新
青
森
駅
周
辺
地
区
」
「
操
車
場
跡
地
地
区
」
「
浪
岡
駅
周
辺

地
区
」
の
４
カ
所
を
据
え
、
そ
し
て
、
暮
ら
し
や
す
い
日
常
生
活

拠
点
と
し
て
、
「
市
民
セ
ン
タ
ー
・
市
民
館
等
公
共
施
設
」
、

「
住
宅
地
」
「
他
の
日
常
生
活
拠
点
」
と
し
、
町
作
り
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活
基
盤
と
し
て
の
拠
点
で
あ

る
安
心
・
安
全
な
場
所
か
ら
「
水
と
緑
と
人
が
共
生
し
地
域
の
絆

で
築
く
市
民
主
役
の
元
気
都
市
・
あ
お
も
り
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

二
〇
一
一
年
初
春
号
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青森市議会開催日  　　 　
平成22年第一回青森市議会臨時会

　平成22年11月26日～31日
平成22年第四回青森市議会定例会

　平成22年12月1日～22日

11月26日 臨時議会が開催さ
れ、青森市議会の所属委員会
は次の通りです。

○ 議会運営委員会委員
○ 都市建設常任委員会委員
○ 交通対策特別委員会委員
○ 自動車運送事業運営審議会委員
○ 青森地域広域事務組合議会議員 



定例会一般質問の項目

１．旧青年の家について（要望）

２．学校における安全対策について

３．新小学校給食センターについて

４．公務災害の取り扱いについて

５．流雪溝について

６．除排雪について   

平成２２年第１回青森地域広域事務組合議会

臨時会が、平成２２年１２月２４日開催され、青

森地域広域事務組合議会の議長に議員各位から

推薦され就任しました。

臨時会において議長をつとめました。

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

T E L : 0 1 7 - 7 3 4 - 5 6 9 2 　F A X : 0 1 7 - 7 2 2 - 8 9 0 2
ホームページURL : h t tp : //www.geoc i t i e s . j p/ fu j i t amakoto_aomor i

雪市民相談電話　７３４－１３３８

一般質問の内容はホームページに
記載しています。ご覧ください。

青森地域広域事務組合議会
議 長 に 就 任

大
野
地
区
に
始
ま
っ
た
、
雪
対
策
の
一

つ
で
あ
る
河
川
水
や
海
水
を
利
用
し
た
流

雪
溝
も
青
森
市
内
各
地
に
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
青
森
市
内
に

約
八
五
キ
ロ
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
冬
か
ら
桜
川
地
区
で
川
の
水
を
利

用
し
た
流
雪
溝
が
整
備
さ
れ
運
用
し
て

い
ま
す
。

新
城
川
・
沖
館
川
の
周
辺
の
、
夢
の

融
・
流
雪
溝
整
備
に
向
け
、
ま
ず
は
現

状
の
把
握
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

地
域
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
整
備
可
能

な
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
流
・
融
雪
溝

の
整
備
計
画
を
示
す
よ
う
青
森
市
に
求

め
ま
し
た
。

流
雪
溝
に
つ
い
て
質
問

平
成
二
十
二
年
度
の
除
排
雪
事
業
計
画

や
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
除
排
雪
」
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
、
今
年
度
の

除
雪
体
制
の
準
備
が
整
い
ま
し
た
が
、
関

係
者
に
周
知
が
十
分
で
な
い
の
で
は
と
感

じ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
世
帯
の
玄
関

前
の
寄
せ
雪
対
策
に
つ
い
て
人
力
で
の
対

応
や
、
雪
捨
て
場
の
昇
り
傾
斜
が
多
く
な

っ
た
ら
排
雪
を
す
る
よ
う
求
め
た
。

徐
雪
体
制
に
つ
い
て
質
問

答
弁市

長
か
ら
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
作
る
、
市
民
自
治
の
理
解
と
仕

組
み
作
り
、
市
民
と
行
政
が
手
を
組
む

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え
方
の
も
と

除
排
雪
計
画
を
策
定
し
、
雪
問
題
を
市

の
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
と

し
、
新
幹
線
開
業
し
て
、
青
森
の
冬
は

問
題
な
い
と
県
外
か
ら
の
お
客
様
に
印

象
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

雪
対
策
に
力
を
入
れ
る
決
意
が
示
さ
れ

た
。担

当
理
事
か
ら
は
個
別
の
課
題
に
つ

い
て
は
現
状
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
除

排
雪
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
雪
市
民

相
談
で
対
応
し
て
い
く
と
し
た
。

市
長
か
ら
明
示
さ
れ
た
整
備
条
件

は
、
十
分
な
水
源
確
保
、
川
（
流
末
）
ま

で
の
傾
斜
が
あ
り
、
地
域
住
民
で
の
経

費
を
伴
う
管
理
運
営
が
可
能
等
が
必
要

で
、
か
つ
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
け
れ

ば
の
幾
多
の
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
流

雪
溝
設
置
に
向
け
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

答
弁
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